
発電（１） 《発電の種類》

⽕⼒発電
（⽯油･⽯炭･LNG）
※化⽯燃料の燃焼

汽⼒(ボイラー＋蒸気タービン)
内燃⼒（エンジン）
ガスタービン
コンバインドサイクル

軽⽔炉（PWR・BWR)
⾼速増殖炉（FBR）
次世代原⼦炉（SMR・⾰新軽
⽔炉など）

再⽣可能エネルギー発電

太陽光発電
⾵⼒発電

バイオマス発電

冷熱発電

その他の発電

燃料電池
核融合発電（将来）

⽔⼒発電

原⼦⼒発電 ※ウランの核分裂反応

海洋エネルギー発電
（潮⼒・波⼒・海洋温度差）

※太陽光/⾵⼒/⽔⼒/地熱/太陽熱/⼤気中
の熱その他の⾃然界に存在する熱/
バイオマス(動植物に由来する有機物)

地熱発電

新エネルギー発電

太陽熱発電
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天然ガス 石炭 石油等

原子力 地熱 風力

バイオマス 太陽光 水力

発電（１） 《発電燃料の現況》

■⽯油
オイルショック以降、脱⽯油化が
進んでいる。9割を中東から輸⼊。

■⽯炭
温暖化防⽌観点から脱⽯炭化が求めら
れているが、最も安定⼊⼿できる化⽯
燃料であるため、未だに利⽤が多い。
7割をオーストラリアから輸⼊。

■天然ガス（LNG)
最もCO2排出の少ない化⽯燃料である
ため東⽇本⼤震災以降、利⽤が急増。
オーストラリア・マレーシア・カター
ルから6割以上を輸⼊。

(%)
国内の発電種別毎の割合

2011年3⽉11⽇
東⽇本⼤震災発⽣

■ウラン
原⼦⼒発電燃料であり脱CO2の流れに
のって利⽤を増やしていたが、東⽇本
⼤震災以降、利⽤が急減。ウランは
地域的な偏在が少なく供給は安定。

⽕⼒

⼀次エネルギー⾃給率：12%（2019年）



ミドル電源ピーク電源 ベースロード電源

■ベースロード電源
特徴：発電コスト低・出⼒⼀定・起動時間⻑

原⼦⼒/流込み式⽔⼒/地熱発電

⽕⼒発電(汽⼒・コンバインドサイクル)
■ミドル電源

特徴：発電コスト中・出⼒変動可能・起動時間中

太陽光・⾵⼒発電

変動電源

⽔⼒発電(調整池/貯⽔池/揚⽔式）
⽕⼒発電（ガスタービン・エンジン）

■ピーク電源
特徴：発電コスト⾼・出⼒変動可能・起動時間短

⽇負荷曲線（1⽇の中での電⼒需要の変化）発電（１） 《電源種類毎の役割》

電源のベストミックス：３E の最適バランス
Energy Security(エネルギー安定確保)

Safety(安全性)

Economic Efficiency(経済⾯の効率性)
EnvironmentalConservation(環境保全)

＋S

電⼒需要

時0 4 8 12 16 20 24

発電量



発電⽅式 主な特徴
⽕⼒ 国内の主⼒発電⽅式。CO2を排出して環境負荷が⼤きい。化⽯燃料は有限な資源であり輸⼊に頼っ

ている。他⽅式に⽐較して出⼒変動が可能であり、系統安定のための制御を主に担う。ミドル電源
⽤。発電コストが⽐較的低い。

⽔⼒ CO2を排出せずに環境負荷が⼩さい国産のエネルギー。起動時間が短く出⼒変化が容易なピーク電
源に適す。国内の新たな建設余地が少ない。発電量が降⽔量の影響を受ける。

原⼦⼒ CO2を排出せずに環境負荷が⼩さく発電コストが低い(但し、放射性廃棄物や廃炉費⽤を考慮すると
いずれも疑問)。ベースロード電源⽤。

地熱 CO2を排出せずに環境負荷が⼩さい国産のエネルギー。
ベースロード電源⽤。蒸気と共に噴出する腐⾷性ガスの対策が必要。

太陽光・
⾵⼒

CO2を排出せずに環境負荷が⼩さい国産エネルギー。枯渇の⼼配がない。発電量が季節や天候の影
響を受ける。他発電に⽐較してエネルギー密度が低く広⼤な⾯積が必要であり発電コストが⾼い。
国内の発電に適した場所が限られている。

バイオ
マス

カーボンニュートラルの考え⽅によりCO2増加につながらず環境負荷が⼩さい国産エネルギー（バ
イオマスを輸⼊する場合を除く）。現状はトータルの発電コストが⾼い。

燃料電池 燃料から直接電気を⽣み出しCO2を排出しない（但し、燃料となる⽔素を製造する過程でCO2が排
出される）。分散型電源やコージェネレーションシステムに適す。

発電（１） 《発電⽅式毎の特徴》

海洋エネ
ルギー

CO2を排出せずに環境負荷が⼩さい国産エネルギー。太陽光や⾵⼒と⽐較して発電が安定している。
海⽔により機器劣化が早い。エネルギー密度が低いため発電コストが⾼い。⼤規模化が難しい。


